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頁
公
墓
前
祭
を
斎
行

第
八
十
代
最
後
の
大
宮
司
、
宗
像
氏
貞
公
の
墓
前
祭
が
、

命
日
で
あ
る
三
月
四
日
、
当
社
よ
り
神
職
三
名
が
出
向
し
神

式
に
て
執
り
行
わ
れ
、
菩
提
寺
で
あ
る
承
福
寺
の
埜
村
住
職
、

隣
船
寺
住
職
、
こ
の
地
に
住
み
代
々
墓
守
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
占
部
家
の
方
々
、
地
元
今
門
地
区
の
皆
様
、
当
社
葦
津
宮

司
が
参
列
し
、
公
の
遺
徳
を
偲
ん
だ
。

氏
貞
公
は
十
六
世
紀
後
半
の
戦
国
時
代
末
期
を
、
大
友
氏
、

龍
造
寺
氏
、
島
津
氏
、
毛
利
氏
等
の
大
勢
力
が
北
部
九
州
を

日
]
]
い
[
口

間
]
]
[
:
―

神
郡
宗
像
内
の
荒
廃
し

た
社
寺
の
復
興
に
も
努

め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
天

正
十
四
年
病
の
為
、

傘
宗
像
会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

□
叩
＿
叫11
]
]

る
事
と
な
っ
た
。
主
な
理
由
と
し
て
、
翌
臣
・
徳

川
時
代
の
禁
教
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
に
見
直

す
よ
う
求
め
ら
れ
た
と
い
う
。
相
も
変
ら
ず
、

ユ
ネ
ス
コ
な
い
し
国
連
、
そ
し
て
世
界
は
、
欧
米

の
価
値
観
を
基
に
構
築
さ
れ
て
い
る
烹
武
が
国
に

お
け
る
切
支
丹
史
は
、
宣
教
師
ザ
ビ
エ
ル
の
布
教

に
始
ま
り
、
長
崎
を
中
心
に
教
会
領
土
を
拡
大
、

そ
の
領
内
で
は
行
政
権
・
司
法
権
も
奪
わ
れ
、
非

信
徒
の
多
く
の
日
本
人
が
奴
隷
と
し
て
世
界
各

国
に
売
り
払
わ
れ
た
。
そ
し
て
布
教
地
の
神
社

仏
閣
は
、
悉
く
焼
き
払
わ
れ
た
。
そ
の
実
情
を

知
っ
た
聾
臣
秀
吉
は
、
宣
教
師
達
に
邦
人
の
返
還

を
命
じ
、
伴
天
連
追
放
令
を
発
令
す
る
。
神
道

思
想
家
・
葦
津
珍
彦
大
人
は
、
そ
の
情
況
を
「
純

然
た
る
外
国
植
民
地
が
日
本
島
内
に
で
き
た
の

は
、
前
に
も
後
に
も
こ
の
時
代
の
み
で
あ
る
」
と

い
い
。
こ
の
知
識
な
く
し
て
、
切
支
丹
迫
害
史
の

み
が
語
ら
れ
る
の
は
、
歴
史
認
識
の
片
寄
り
と

諭
す
て
昭
和
三
十
年
代
、
世
界
各
国
を
廻
っ
た
出

光
佐
三
店
主
は
、
外
国
の
物
質
文
明
の
行
き
詰

ま
り
を
肌
で
感
じ
、
「
物
質
尊
重
か
ら
人
間
尊
重

へ
」
と
語
っ
た
。
そ
し
て
日
本
人
が
古
く
か
ら
持
っ

て
い
る
無
我
無
私
．
互
譲
互
助
・
信
頼
融
和
の
精

神
を
世
界
全
体
へ
普
及
す
る
こ
と
が
世
界
平
和

へ
の
道
で
あ
り
、
日
本
人
の
使
命
で
あ
る
と
結

論
す
る
了
日
本
精
神
の
狼
幹
を
成
す
神
道
。
古

来
、
日
本
人
の
ぶ
の
り
な
の
空
間
を
繋
ぐ
「
沖
ノ

島
」
。
日
本
精
神
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
来
年
の

世
界
迫
産
登
録
を
自
指
す
。
（
床
）

神具・装束・授与品

令井 六
f

装束店
〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
フリーダイヤル 0120-075-980

授与品店
〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

株式会社女江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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宗
像
大
社
菊
花
会
新
年
総
会

、
菊
作
り
講
習
会
を
開
催

二
月
十
九
日
、
宗
像
大
三
二
蕊
｀
入
窃
裳
＊
素
晴
ら
し

[
[
『
い
い
い
ロ
ロ

[
Z
/
.
一
：
ヽ
』
炉

r
,
]
}
□t
f
国
い

宗
像
大
社
の
清
明
殿
に
〖
見
p
5
9し
ー
｛
四
十
六
回

ヽ
ゞ
ぃ
謬

て
、
吉
田
会
長
以
下
会
員
i
じ
．
”
ヽ
ぐ
2
心
、
~
』
ゃ
J
大
会
に
向

約
七
十
五
名
が
出
席
し
―

{
"
.
r
~
•

：
炉
｀
・
け
て
会
員

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

b

・
拡
大
と
出

新
年
総
会
で
は
、
第
四
十
六
回
西
日
本
菊
五
中
点
数
増
加
を
目
標
に
掲
げ
、

花
大
会
並
び
に
第
四
十
二
回
九
州
菊
花
連
こ
総
会
並
び
に
講
習
会
は
閉
会
し

盟
九
州
大
会
の
日
程
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
こ
に
。

]
□`

｀
』01 

習
会
を
開
催
し
た
。
菊
作
り
を
始
め
て
三
十
一

年
程
経
つ
丹
生
谷
先
生
の
話
は
聞
き
手
に
分
[

か
り
易
く
尚
且
つ
笑
い
も
交
え
な
が
ら
の
講
『
二
．

義
で
あ
っ
た
。
先
生
の
知
識
を
少
し
で
も
学
[
[

ぼ
う
と
ビ
デ
オ
や
メ
モ
を
と
る
会
員
、
質
疑
一
竺

応
答
で
は
積
極
的
に
手
を
挙
げ
自
分
の
菊
作
[
「L-
.

り
と
の
違
い
を
確
か
め
る
会
員
な
ど
講
義
予
一

定
時
間
を
大
幅
に
越
え
た
が
、
熱
心
に
受
講
[
.

i

ｭ

す
る
姿
が
見
ら
れ
た

年
々
菊
作
り
を
す
る
方
々
が
減
少
傾
向
に
[

あ
る
が
、
現
会
員
の
皆
様
と
共
に
菊
作
り
の
一

2

一
四
十
二
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
ら

日
れ
た
。
氏
貞
公
は
自
ら
の
死
を
三
年

曜
[
金
＂
間
秘
す
よ
う
遺
命
さ
れ
た
為
、
亡
骸

巴
は
占
部
右
エ
門
が
竹
皮
籠
に
納
め
深

4

｛
夜
密
か
に
上
八
、
村
「
乙
尾
の
丘
上
・

月2
8`

老
松
の
下
」
に
埋
葬
さ
れ
た
。

年
ベ嗅

こ
の
墓
前
祭
は
昭
和
六
十
年
よ
り

｛
当
社
と
承
福
寺
が
隔
年
で
奉
仕
し
て

一
い
る
。
郷
土
を
守
り
抜
い
た
中
興
の

一
祖
・
氏
貞
公
御
一
代
の
生
涯
に
思
い
を

馳
せ
、
我
々
も
更
な
る
神
徳
宣
揚
に
心

尽
く
す
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

// // ヶ // // // ヶ // ヶ ヶ ク II 
ヶ ヶ // 

黒
神
直
豊
庶
務
部
庶
務
課
員

訟
越
裕
介
祭
儀
部
賽
務
課
員

日
高
庸
介
祭
儀
部

鈴
木
祥
裕
庶
務
部

吉
武
誠
礼
経
理
部

宗
像
崇
史

松
林
拓

吉
田
久
賀
祭
儀
部

壼
岐
貴
寿

大
塚

神
島

権
宮
司
葦
津

権
禰
宜
長
友

造
営
室
兼
秘
書
室
室
長

造
営
室
兼
秘
書
室
代
理

海
洋
分
局
主
任

宗
延
庶
務
部

御
床
直
之
経
理
部

亘
経
理
部

中
原
裕
生
祭
儀
部

佐
々
木
大
冶

杉
山
安
彦

禰
宜
渡
邊
秀
丸

幹
之

庶
務
部

貞
冶
祭
儀
部

社
務
本
局
長

庶
務
部
部
長
（
兼
）

経
理
部
部
長

海
洋
分
局
長
（
兼
）

祭
儀
部
部
長

文
化
財
管
理
事
務
局
長
（
兼
）

儀
式
課
課
長

庶
務
課
課
長

賽
務
課
課
長

用
度
課
課
長

会
計
課
課
長

広
報
課
課
長

儀
式
課
主
任

用
度
課
主
任

広
報
課
主
任

賽
務
課
主
任

宮
司
葦
津
敬
之
神
宝
館
館
長
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主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会

研
修
会
並
び
に
役
員
会
開
催

昭
和
主
基
斎
田
の
資
料
を
閲
覧

三
月
八
日
主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
二
願
書
を
提
出
し
、
特
別
の
思
し
召
し
を

研
修
会
・
役
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
：
以
っ
て
御
下
賜
さ
れ
た
。
よ
っ
て
昭
和
の

研
修
会
で
は
筑
紫
野
市
の
福
岡
共
同
二
土
基
斎
田
と
主
碁
地
方
風
俗
舞
は
密
接

公
文
書
館
に
出
向
し
、
特
別
企
画
展
示
：
な
繋
が
り
が
あ
り
、
今
回
の
研
修
を
行

「
昭
和
の
主
碁
斎
田
上
福
岡
県
の
記
録
か
一
う
運
び
と
な
っ
た
。

ら
ー
」
を
見
学
。
一
公
文
書
館
で
は
昭
和
天
皇
の
即
位
の

現
在
保
存
会
が
継
承
伝
習
し
て
い
る
：
礼
に
際
し
、
大
嘗
祭
に
供
え
る
新
米
を
作

主
基
地
方
風
俗
舞
は
、
昭
和
三
年
の
昭
和
：
る
た
め
に
選
ば
れ
た
福
岡
県
早
良
郡
脇

天
皇
御
即
位
の
大
嘗
祭
の
も
の
で
あ
り
、
丁
山
村
（
当
時
）
の
「
主
基
斎
田
（
す
き
さ
い

当
時
の
主
基
地
方
は
福
岡
県
早
良
郡
脇
二
で
ん
）
」
に
つ
い
て
、
公
文
書
や
写
真
資
料

山
村
（
現
在
の
福
岡
市
早
良
区
脇
山
）
に
]
守
の
収
蔵
資
料
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

定
め
ら
れ
た
。
脇
山
村
p

`
‘
I
A当時
の
福
岡
県
民
の
緊
張
と

の
氏
神
は
当
大
社
の
分
i
＼
ピ
i
-
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

□
`
`
p
『
団
[

口
冑
ぎ
叫
[

残
そ
う
と
宮
内
庁
に
嘆
動
の
強
化
を
確
認
し
た
。

地
元
総
代
・
宗
像
大
社
協
力
会
研
修
旅
行

S

神
武
建
国
を
思
い
、
日
向
三
代
を
巡
るS

地
元
総
代
・
宗
像
大
社
協
力
会
の
研
修
：
り
、
境
内
の
案
内
、
由
緒
、
な
ど
の
説
明

旅
行
が
二
月
二
十
八
、
二
十
九
日
の
日
程
：
を
頂
戴
す
る
。
そ
の
後
、
平
和
台
公
園
に

で
実
施
さ
れ
、
総
代
八
名
、
引
率
神
職
二
こ
し
、
「
八
紘
一
宇
」
の
塔
を
見
学
し
、
平
和

名
が
参
加
し
、
宮
崎
県
へ
と
向
か
っ
た
。
：
へ
の
思
い
を
馳
せ
る
。
昼
食
後
、
帰
路
に

本
研
修
旅
行
は
皇
紀
二
六
七
六
年
神
]
有
き
研
修
旅
行
を
無
事
終
了
す
る
。

武
建
国
を
思
う
旅
ー
日
向
三
代
を
辿
る
ー
一
今
回
、
神
武
東
征
の
道
を
辿
る
こ
と
に

を
テ
ー
マ
に
、
神
武
東
征
の
道
筋
を
辿
る
：
よ
っ
て
、
建
国
当
時
の
思
い
、
八
紘
一
宇
に

旅
で
あ
っ
た
。
初
日
に
天
孫
降
臨
の
地
で
：
込
め
ら
れ
た
思
い
を
、
参
加
者
が
各
自
感

あ
る
霧
島
神
宮
を
参
拝
。
そ
の
後
、
青
島
：
じ
た
研
修
旅
行
に
な
っ
た
と
思
う
。
私
た

神
社
に
参
拝
し
、
長
友
宮
司
様
よ
り
ご
挨
；
つ
も
、
そ
の
思
い
を
胸
に
、
日
々
、
神
明
奉

拶
賜
り
、
境
内
仕
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と

の
案
内
、
青
島
思
う
。

の
土
地
柄
、
由

緒
に
つ
い
て
説

明
を
頂
戴
し
、

一
日
目
の
研
修

を
終
了
。

二
日
目
は
神

武
東
征
出
発
の

地
と
言
わ
れ
る

宮
崎
神
宮
を
正

式
参
拝
し
、
杉

田
宮
司
様
よ
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福
岡
県
神
道
青
年
会
も
の
で
あ
る
。
こ
の
曲
：
生
よ
り
五
年
が
経
過
し
た
が
、
[

，
ー
さ
釆
日
本
大
震
災
早
期
復
興
祈
願
祭
を
通
し
震
災
直
後
世
界
原
発
問
題
、
未
だ
に
避
難
生
活
・

ら
が
、
J
が
賞
賛
し
た
日
本
人
の
：
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
々
、
復
一

\
:
]
'
ダ
：
t
，
並
び
に
復
興
支
援
事
業
」
精
神
を
振
り
起
こ
す
と
員
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
地
一

『
'
,
'

福
岡
県
神
道
青
年
会
（
四
十
こ
名
が
出
向
し
た
。
こ
共
に
、
被
災
地
へ
思
い
を
寄
せ
、
こ
域
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
一

歳
以
下
の
県
内
神
職
）
は
、
三
月
一
福
岡
県
神
道
青
年
会
は
、
震
丁
大
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
：
る
。
現
状
、
復
興
に
我
々
が
直
接
一

十
三
日
、
北
九
州
市
「
若
松
市
｀
火
発
生
直
後
よ
り
現
地
で
の
支
一
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
て
い
<
[
関
り
、
出
来
る
こ
と
は
少
な
い
[

民
会
館
」
に
て
東
日
本
大
震
災
]
仮
活
動
ほ
か
慰
霊
祭
・
復
興
祈
]
言
い
の
場
と
す
べ
く
、
九
州
歯
丁
か
も
し
れ
な
い
が
、
思
い
を
寄
一

復
興
祈
願
事
業
を
行
っ
た
。
当
二
願
祭
を
行
っ
て
き
た
。
発
生
よ
二
科
大
学
合
唱
団
奉
仕
の
も
と
一
せ
る
こ
と
が
震
災
を
忘
れ
ず
、
一

社
か
ら
も
神
職
四
名
、
巫
女
二
：
り
五
年
が
経
っ
た
が
、
現
地
か
ら
二
海
道
東
征
」
奉
納
と
な
っ
た
。
こ
復
興
の
下
支
え
に
な
る
の
で
は
一

名
聞
こ
え
て
く
る
声
は
一
当
日
、
会
場
に
は
三
百
名
余
こ
竺
い
か
と
思
う
。
一

ゴ

「
震
災
を
忘
れ
な
い
で
：
が
来
場
し
、
ま
た
震
災
口
讀
｀
f
刃
ッ
J
r

、

欲
し
い
」
と
い
う
も
の
復
興
事
業
で
数
年
前
よ
「
ハ
f
→

]
1
]

が
多
く
、
今
年
も
復
：
り
交
流
の
あ
る
J
A
福

5
5
5
l
\
|

J
屁
｝

興
祈
願
祭
を
斎
行
す
；
島
中
央
会
関
係
者
も
透
Y

汐

J1
m

ｭ

る
と
共
に
併
せ
て
交
こ
遠
路
参
列
頂
い
た
。
事
¢
粽:f
-¥5 

声
曲
「
海
道
東
征
」
竺
業
の
終
わ
り
に
は
、
J
1
ゞ
辛

奉
納
す
る
こ
と
と
な
っ
：
A
福
島
中
央
会
よ
り
量

上
占

た
。
二
奉
納
い
た
だ
き
御
神
前

「
海
道
東
征
」
は
、
こ
じ
も
お
供
え
し
た
福
島

北
原
白
秋
作
詞
、
信
[
墜
産
米
を
ヽ
家
庭
の
お

時
潔
（
「
海
行
か
ば
」
：
米
と
混
ぜ
食
す
こ
と
に

作
曲
）
作
曲
に
よ
り
昭
丁
よ
り
被
災
地
へ
思
い
を

和
十
五
年
に
、
皇
紀
]
苛
せ
て
い
た
だ
き
た
い

二
六
0
0

年
奉
祝
の
：
と
い
う
こ
と
か
ら
来
場

為
に
書
か
れ
た
神
武
二
百
へ
頒
布
し
た
。

東
征
を
題
材
に
し
た
一
東
日
本
大
震
災
発
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宗 MUNAKATA 材し

福
岡
県
護
国
神
社
・
福
岡
県
神
道
青
年
会

犬
束
亜
戦
争
沖
縄
戦
戦
没
者
慰
霊
祭

S

当
社
か
ら
二
名
が
出
向
奉
仕
s

日曜金
―

日月
【4
 

年
一

2

去
る
二
月
二
十
四
日
、
沖
縄
県
一
摩
文
仁
の
丘
は
、
国
内
唯
一

8
 

成
i
.

平
「
摩
文
仁
の
丘
」
福
岡
県
慰
霊
塔
二
り
陸
戦
と
な
っ
た
沖
縄
に
お
い
て

に
お
い
て
福
岡
県
護
国
神
社
一
最
後
の
激
戦
が
お
こ
な
わ
れ
た

田
村
豊
彦
宮
司
を
斎
主
に
同
神

□
地
で
あ
り
、
福
岡
県
慰
霊
塔
に

社
職
員
、
福
岡
県
神
道
青
年
こ
ほ
県
民
四
、
0
一
五
柱
の
御
霊
が

会
々
員
奉
仕
の
下
、
厳
か
に
慰
二
御
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
て
い
る
。

霊
祭
が
斎
行
さ
れ
、
福
岡
よ
り
二
戦
後
七
十
年
の
節
目
に
御
霊
和

御
遺
族
二
十
七
名
が
参
列
さ
れ

□め
と
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
た
め

た
。
こ
J
の
度
の
慰
霊
祭
と
な
っ
た
。

i
一
一
田
村
宮
司
が
祭
典
後
の
挨
拶

-
i
f
K

"

 

旦
で
戦
争
未
亡
人
が
詠
ま
れ
た
歌

r

夏
J
I
さ
れ
た
。

-
「
:
t
t

□口
｛
か
る
」

こ
J
の
歌
に
共
感
す
る
人
も
多
い

一
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
多
く

：
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
た
上

こ
に
現
代
が
あ
る
と
い
う
事
を
我
々

[
は
深
く
心
に
刻
ま
な
け
れ
ば
な

：
ら
な
い
。

液
化
石
油
ガ
ス
大
型
タ
ン
カ
ー
：
り
同
船
の
御
加
護
と
国
威
発
揚
．

-
「
ア
ス
ト
モ
ス
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
に
五
業
益
々
の
発
展
を
祈
念
す
る

ご
芦
匹
詞
が
奏
上
さ
れ
た
後
、
大
麻
・

ヽ
・
宗
像
大
神
を
奉
斎
鳳
麻
に
て
巨
大
な
同
船
を
祓
い

去
る
三
月
八
日
、
三
菱
重
工
：
も
当
大
社
に
同
船
の
宗
像
大
神
[
旧
め
祭
典
は
終
了
し
た

o

業
長
崎
造
船
所
（
長
崎
市
）
に
当
一
奉
斎
の
祭
典
依
頼
が
あ
り
、
当
一
こ
れ
か
ら
幾
度
と
な
く
繰
り

社
神
職
二
名
が
出
向
、
液
化
石
二
日
は
操
舵
室
に
て
午
前
十
一
時
こ
逗
さ
れ
る
「
ア
ス
ト
モ
ス
ヴ
ィ
ー

油
ガ
ス
(
L
P
G
)
大
型
タ
ン
カ
ー
：
よ
り
鎮
座
祭
、
午
後
一
時
半
よ
丁
ア
ス
」
の
航
海
の
安
全
と
関
係
者

「
ア
ス
ト
モ
ス
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
の
：
り
鎮
座
奉
祝
祭
が
出
光
タ
ン
こ
首
様
方
が
益
々
御
活
躍
さ
れ
る

宗
像
大
神
鎮
座
祭
並
び
に
鎮
座
丁
刀
ー
閻
取
締
役
・
橋
本
船
長
以
二
事
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

奉
祝
祭
が
試
験
運
航
を
前
に
執
ニ
卜
関
係
者
・
乗
組
員
参
列
の
も
こ
ま
す
。

り
行
わ
れ
、
宗
像
大
神
が
奉
斎
丁
こ
滞
り
な
く
斎
行
さ

さ
れ
た
。
：
れ
た
。

ア
ス
ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
ぼ
の
一
鎮
座
祭
で
は
船
霊

所
有
で
一
昨
年
就
航
し
た
「
ア
ス
：
と
し
て
宗
像
大
神
を

ト
モ
ス
ア
ー
ス
（
地
球
）
」
に
続
二
船
内
の
神
殿
に
鎮
祭

き
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
（
金
星
）
」
の
名
：
し
奉
祝
祭
で
は
当
大

前
が
付
け
ら
れ
た
同
船
の
運
航
：
社
杉
山
安
彦
禰
宜
よ

は
出
光
タ
ン
カ
ー
陳
が
中

心
と
な
り
主
に
中
東
へ
片

道
二
十
余
日
を
か
け
て
航

海
し
五
日
程
を
か
け
て
L

P
G
を
積
み
込
ん
だ
後
、

帰
路
に
つ
く
と
い
う
。

出
光
の
タ
ン
カ
ー
に
は

宗
像
大
神
が
奉
斎
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
経
緯
で
今
回

【船概要について】
〇要目：全長 230m 、幅 36.6m 、深さ（船底から甲板までの高さ）21.65m
◎船種： LPG 運搬船（液化石油ガス運搬船）
◎タンク容積：約 83,000m O総トン数：約 48,300 トン
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時
満
ち
て
道
ひ
ら
く

S

下
水
道
工
事
S

現
在
、
辺
津
宮
の
汚
水
は
浄
化
槽

に
て
処
理
し
て
い
る
が
、
近
年
境
内

付
近
に
下
水
管
が
整
備
さ
れ
た
の
を

機
に
計
画
を
進
め
て
い
た
下
水
道
工

事
を
3

月
に
行
っ
た
。
こ
れ
に
て
浄
化

槽
が
不
要
に
な
る
為
、
新
年
度
も
引

続
き
下
水
関
連
工
事
と
し
て
浄
化
槽

解
体
が
施
工
さ
れ
る
。

松
尾
神
社
祭
斎
行

の
新
酒
が
供
え
ら
れ
、
当

大
社
の
御
神
酒
を
醸
造

し
て
い
る
勝
屋
酒
造

三
月
十
九
日
、
新
酒
醸
造
を
二
「
楢
の
露
」
）
・
伊
豆
本
店
（
「
神
酒
宗

無
事
に
終
え
た
こ
と
を
奉
告
し
、
こ
像
」
）
の
代
表
者
が
参
列
し
、
午
前
十
一

感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
恒
例
の
酒
」
時
に
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。

造
報
賽
祭
が
、
辺
津
宮
本
殿
に
一
修
祓
の
後
、
昨
年
暮
に
仕
込
ん
だ
新

て
酒
造
関
係
者
参
列
の
も
と
斎
二
酒
が
芳
醇
に
出
来
た
こ
と
を
感
謝
す
る

行
さ
れ
た
。
：
と
共
に
今
後
益
々
の
酒
造
元
の
栄
え
を

生
憎
の
雨
天
に
つ
き
本
殿
祭
：
祈
念
す
る
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
、
宗
像
大

に
併
せ
て
の
祭
典
と
な
っ
た
が
、

□
神
へ
の
神
恩
を
感
謝
し
各
々
玉
串
を
奉

大
前
に
は
酒
造
さ
れ
た
ば
か
り
]
臭
し
た
。 造

営
日
記
⑮

五
0

、

0
0
0
円

と
き
が
わ
町
野
口

一
五
、0
0
0
円

茨
木
市
占
部

1
0、
0
0
0
円

壱
岐
市
卸
イ
チ
ヤ
マ

市
山
治
江英

誉

北
九
州
市
吉
本
幸
一

静
岡
市
松
岡
林
太
郎

福
岡
市
内
田
雄
之

五
、0
0
0
円

大
分
市
議
貝
真
由
美

可
児
市
永
島
か
お
り

北
九
州
市
東
光
和

阪
南
市
山
中
富
士
夫

福
岡
市
酒
井
広

真
由
美

島
津
聖
昌

林
孝
昌

吉
田
光
佑寛

子

藤
井
愛
子

中
内
美
千
代

服
部
弓
子

福
津
市

横
浜
市

横
浜
市

福
岡
市

福
岡
市

福
岡
市

博
本
和

三
、0
0
0
円

入
間
市
井
出
恵
資

徳
島
市
山
口
幸
子

日
野
市
高
橋
理

南
足
柄
市
加
藤
晶
代

宗
像
市
柴
村
八
重
子

二
、
0
0
0
円

阿
久
比
町
横
井
光
久

朝
倉
市
矢
野
宙
之

糸
島
市
風
呂
ノ
上
陽
子

大
阪
市
村
瀬
君
夫

京
都
市
米
田
昌
裕

熊
取
町
中
村
初
子

佐
用
町
岡
本
良
子

中
野
区
新
家
敏
郎

中
野
区
新
家
富
美
子

羽
曳
野
市
森
林
孝

福
岡
市
井
上
慎
礼

福
岡
市
柴
田
勝
久

福
津
市
柴
村
雄

水
巻
町
小
林
博
司

宗
像
市
柴
村
和
廣

飯
塚
市
石
田
大
介

福
岡
市
藤
田
和
彦
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岡の来•福 1‘ 招な宗｀篇冒丘〖魯参日
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i--ぎ：疇一悶誓；箋筐：： : :0:9; : : ！ば
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ス と満像体着試説ムた拝゜をぶ歴学ら、ミ県りと 不士.~
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分 し口、語光大中訪で 今が 0 きい〇三国ピマンし材を

脅歪： ：西詈翌字宣多：交房尋＇た泥足胄； [ [ ；、江〗4卜ょヽ
て子すをな国を大外ガル よる を自感ム、、卜中堡 4手
閾ど゜昨が語中学国ィ人 弯神 感然想平台フ；国

も 年ら＝心生人ド材 た社 じを一一、英た 度案央になに：：育 を る大 人讚 ljァ、イ
語ち 力‘内語宗ど、ホ成 見 こ切...._,,夕
なが らすや像が宗像事 る とに イ
ど、 実る韓の宗像市業 こ がし
と自施プ国観像のを とでて 米

けて伝ジ
てもぇェ
いらるス
きうこチ
またと了
内めのを

‘楽
来し使
年さい
度を象
も感ら
続じ、

二
月
下
旬
に
植
え
、

根
付
く
か
心
配
で
し
た

先
日
、
儀
式
殿
中
庭
に
「
子

□
か
、
全
国
に
先
駆
け
福
岡
が
三

福
櫻
」
を
植
樹
し
ま
し
た
。
二
月
十
九
日
に
開
花
宣
言
を
し
た

春
と
秋
に
咲
く
二
季
桜
で
、
：
日
、
当
社
の
桜
も
五
輪
ほ
ど
咲
い

桜
を
愛
で
る
楽
し
み
が
一
っ
増
二
J
お
り
ま
し
た
。

え
ま
す
。

V
r
.
パ
ん
り
心
，

儀
式
殿
に
桜
を
植
樹
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i
宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉

[
お
登
紀
さ
ん
の
愛
と
反
戦
の
歌
声
に
皆
と
一
緒
に
立
ち
て
手
を
振
る

]
加
藤
登
紀
子
の
歌
に
酔
う
作
者
。
お
登
紀
さ
ん
で
読
者
に
分
か

[
-
’
9

る
か
が
気
に
な
る
が
、
臨
場
感
が
あ
る
。

]
宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ

は
る
ど
け
い

一
陽
は
長
く
夕
暮
れ
は
遅
く
な
っ
て
き
て
春
時
計
が
少
し
動
き
出
す

~
＇
四
句
の
春
時
計
が
素
敵
。
〈
日
脚
伸
び
日
暮
れ
が
遅
く
な
っ
て
き

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
喜
範
~

~
て
春
時
計
の
針
う
ご
き
は
じ
め
る
〉
。

コ
ー
ト
脱
ぎ
シ
ャ
ツ
一
枚
の
軽
装
で
五
時
間
の
旅
バ
ン
コ
ク
の
街
一

旅
先
で
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
街
歩
き
す
る
作
者
。
二
句
以
下
〈
ー
で
~

街
あ
ゆ
む
五
時
間
の
旅
で
バ
ン
コ
ク
に
着
き
〉
と
三
句
切
れ
に
0

l

宗
像
市
池
田
森
龍
子

一
春
を
待
つ
白
菜
な
ら
む
四
っ
割
り
に
し
て
干
す
庭
に
芯
を
立
ち
上
ぐ

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
~

~
ー
四
つ
割
り
に
し
た
の
に
立
ち
あ
が
る
白
菜
の
芯
の
生
命
力
が
印

~
象
的
。
命
へ
の
畏
怖
が
読
み
取
れ
る
。

穏
や
か
な
日
和
授
か
る
新
年
に
親
子
三
人
神
社
に
参
る
i

穏
や
か
な
雰
囲
気
の
お
正
月
。
焦
点
が
や
や
甘
い
の
で
新
年
を
口

一
元
日
に
、
神
社
の
名
も
入
れ
て
は
。
一
北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

]
マ
ン
シ
ョ
ン
と
わ
が
家
の
間
は
風
の
道
帽
子
・
傘
飛
び
悲
鳴
飛
ぶ
道

宗
像
市
富
田
山
本
静
子
~

~
風
の
道
に
な
っ
て
い
る
道
路
は
賑
や
か
だ
。
結
句
は
三
句
と
道

]
が
重
な
る
の
で
〈
と
き
お
り
悲
嗚
〉
に
。

鈍
色
の
曇
天
の
そ
ら
一
様
の
し
ず
や
か
に
雨
五
の
日
暮
れ
る
~

霞
の
日
の
日
暮
を
詠
み
、
静
か
な
一
首
。
曇
天
と
雨
が
重
な
る
[

の
で
二
句
以
下
〈
雲
ひ
く
き
空
し
ず
や
か
に
雨
の
正
月
五
日
ひ
一
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

一
ぐ
れ
る
〉
と

0
.

妻
の
背
に
語
り
か
け
つ
つ
キ
ッ
チ
ン
で
え
だ
豆
の
か
ら
積
む
ゆ
ふ
げ
ま
へ

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
]
夫
人
へ
の
相
聞
歌
。
作
者
が
夫
人
を
手
伝
っ
て
い
る
の
か
、
晩

~
酌
中
か
が
明
確
だ
と
良
い
の
だ
が
。

い
の
ち
か
け
な
す
べ
き
こ
と
の
何
あ
ら
ん
か
く
も
米
寿
を
今
ぞ
迎
ふ
る
i
-

米
寿
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
歌
は
少
し
力
を
i

抜
き
〈
こ
の
後
は
い
か
に
過
ご
さ
ん
と
も
か
く
も
今
日
ま
で
生
~

一
き
て
米
寿
迎
ふ
る
〉
＜
ら
い
に
°
]
◆
選
者
詠

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
：
花
ご
と
に
あ
は
き
蒻
お
き
さ
く
ら
咲
く
祖
母
の
命
日
し
ぐ
わ
つ
の
よ
っ
か

た
か
ん
な

奉
納
の
連
歌
の
な
か
に
神
御
衣
の
文
字
あ
り
天
孫
降
臨
お
も
ふ
一
生
産
者
直
売
店
で
あ
が
な
ひ
し
筍
け
ぶ
か
し
猪
の
仔
の
ご
と

神
御
衣
を
織
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
素
箋
嗚
尊
が
皮
を
剥
い
だ
馬
一

を
投
げ
こ
み
、
と
い
う
天
の
岩
戸
の
神
話
を
連
想
し
た
作
者
だ
i

一
ろ
う
。

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

観
光
で
急
か
る
る
わ
れ
は
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
気
根
に
遊
ぶ
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
歩
み
[

観
光
地
で
の
楽
し
い
景
。
一
首
に
ガ
ジ
ュ
マ
ル
が
二
回
出
る
が
、
[

結
句
は
ア
ヒ
ル
な
ど
の
方
が
良
い
。
~

口ー

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

俳
句0

ロ

宗
像
市
多
膿
早
川
祥

親
離
子
離
い
さ
ぎ
よ
い
つ
む
じ

所
＿
T
八
―
-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
O
)
六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
藉
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

一hK咽油-

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

段
々
と
暖
か
く
な
り
、

ー
日
も
伸
び
、
気
温
も

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
過
日
、
三
月
十
七
日
、
当
地
、
田
島

で
は
社
日
祭
と
い
う
祭
事
が
あ
り
ま
し
た
。

社
日
と
は
春
分
と
秋
分
に
最
も
近
い
っ
ち

の
え
の
日
を
指
し
、
春
の
社
日
は
種
ま
き
の

時
期
に
あ
た
り
、
農
家
で
は
五
穀
豊
穣
を

祈
っ
て
祭
事
を
行
い
こ
の
日
に
種
ま
き
や
土

を
耕
し
始
め
た
り
す
る
そ
う
で
す
▼
実
り

豊
か
な
秋
に
な
る
よ
う
、
私
も
心
新
た
に
、

日
々
勉
強
。
新
年
度
も
社
報
編
纂
・
広
報
活

動
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
鈴
）

1 • 2日春季大祭
(1 日目）
午前 11 時～一日祭
(2 日目）
午前 11 時～二日祭
午前11 時40分～
高宮祭、第二宮・第三宮祭
宗像護国神社春季大祭
交通安全講社祭（本殿）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
つきなみ

15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭

午前 11 時～総社祭
•••••••••••••••••••••••••••• 
29日昭和祭
午前 11 時～




